
Aging in Asia :Medical and Public Health 

Challenges from the global perspectives

履修条件
・ 医学部・医学系研究科（学部3回生以上・修士・博士）の学生で申請書時の成績評価

係数GPAが2.3以上であること。TOEFL iBT 61、IELTS 5.0、TOEIC 550相当で、
英語での講義受講･ディスカッション参加に支障がないこと

・ 英語でのグループ発表並びに規程の課題を提出できること

受講内容
・ 中国･韓国･日本、各大学教員による集中講義(18コマ）を受講

・ 参加学生は少人数のグループに分かれ、共同で研究計画を作成し、研究発表を行う。
・ 17日および24日にグループ発表・意見交換を行う

※スケジュール詳細は後日公衆衛生学教室ＨＰ
（http://www.pbhel.med.osaka-u.ac.jp/）にてお知らせいたします

※このセミナーは大学院研究セミナー対象となります。

日 時 : 2020年11月4日（水）～ 6日（金）講義
17日（火）24日（火）グループ発表

形 式 : ウェビナー形式（ZOOM使用）すべて英語講演（参加費無料）

申 込 ：申込フォーム http://u0u0.net/NmiW 締切/2020年10月23日（金）

共 催 ：北京大学・延世大学校・清華大学・上海交通大学・天津中医薬大学

主催 : 大阪大学 大学院医学系研究科 公衆衛生学教室
CAMPUS Asia 事務局

E-mail : campus_asia@pbhel.med.osaka-u.ac.jp
Tel : 06-6879-3914 参加申込フォーム

CampusAsia online workshop2020

キャンパスアジア協定校と合同で、オンラインによる集中講義を開催いたします。
韓国の延世大学校、中国の北京大学、清華大学、天津中医薬大学、上海交通大学、
そして大阪大学の教授が、アジア諸国における高齢化と老化関連疾患の現状と、
解決に向けた最先端の研究に関する講義を行います。また、3カ国の学生による
グループワークと発表を行います。日本にいながら海外の大学の講義を受講し、
学生同士で交流できる貴重な機会となっています。


